雅歌入
はじめに
雅歌は、雅歌の歌とも呼ばれ、聖書の中でも最も独特な書の一つです。イスラエルの物語を語る歴史書や、神のさばきと約束を告げる預言書とは異なり、この書は一人の男性と一人の女性の間の愛を詩的に祝うものです。その言葉はロマンチックで、生き生きとしており、しばしば象徴的で、魅力、切望、称賛、そして献身的な愛の喜びを描いています。
伝統的にソロモンによるものとされており、冒頭の節にはこう記されています。「ソロモンの歌、歌の中の歌」（雅歌 1:1）。「歌の中の歌」という表現は、「王の王」や「聖なるものの中の聖なるもの」と同じように、至高性を表すヘブライ語の表現です。言い換えれば、これは最も偉大な、または最も優れた歌と考えられていました。
一見すると、この書は人間の恋愛だけに焦点を当てているように思われますが、聖書におけるその位置は、より深い意義を明らかにしています。それは、愛、親密さ、そして結婚が、神によって創造され、祝福された賜物であることを affirm しています。
旧約聖書の知恵文学に置かれている雅歌は、ソロモンによる人生の探究の一部として、箴言および伝道者の書と並んでいます。箴言は日々の生活のための知恵を強調し、伝道者の書は神から離れた人生の空しさを省察し、雅歌は神の設計の中にある愛の喜びと純粋さを祝います。
著者と歴史的背景
この書は、紀元前970年頃から930年頃までイスラエルを治めたソロモン王の著作であると、伝統的に考えられています。聖書には、ソロモンが多くの歌を作ったと記録されており（列王記第一 4:32）、この作品はその中でも最も優れたものを表しているのかもしれません。
この場面は、ぶどう園、庭園、香水、王室のイメージへの言及を通して、ソロモンの治世におけるイスラエルの文化的な豊かさを反映しています。
歌の内容の年代順
1. 惹かれ合いと求愛（1:1-3:5）
1. 結婚の祝宴（3:6-5:1）
1. 試練と切望（5:2-6:13）
1. 成熟した永続する愛（7:1-8:14）
